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《研究ノート》

１．はじめに

1－1　研究の背景と目的

　芸術と自然はいずれも不可欠な観光資

源であり、観光は、双方への接触と理解

の媒介として重要な手段でもある。一方、

国内において芸術や自然に触れ合う機会

や関与度は少ない現状がある。例えば国

立アートリサーチセンター（2023）によ

れば、調査対象者（関東8000人）のうち、

31％が美術館には全く行かない、次いで

30％が４～５年に１回以下となってお

り、美術館離れが危惧される。また同セ

ンターが2025年に実施した若年層に対す

る調査では、調査対象者（関東・関西15

～25歳1800人）の51.7％が美術館には全

く行かない無関心層、次いで24％が年に

１回未満の低関与層となっており、将来

的な裾野の拡大が課題である（国立アー

トリサーチセンター、2025）。同様に自然

との接触についても、内閣府（2024）の

調査によれば、調査対象者（全国3000人）

のうち、現在自然と触れ合う機会はあま

りない、ほとんどないを合わせて52％と

過半数を超え、過去１年間に国立公園（自

然公園）に行った回数は０回が55％、次

いで１回が18％となっている。また同調

査で自然と触れ合う機会についても聞い

ているが、18～29歳の若年層はあまりな

い、ほとんどないを合わせると70％と、

他の年代よりもかなり高くなっており、

やはり将来的な自然離れをどう回避する

かの課題が見える。一方、グローバルに

生物多様性の損失、すなわち自然破壊が

一向に食い止められない現状を受けて、

現在世界では、多様な方法で2030年まで

に自然破壊を好転させるための “ネイチ

ャーポジティブ” という目標が掲げられ

ている。その実現には従来の方法論だけ

では不十分とされ、とりわけ人と自然の

より調和的な関係を実現するために人々

に意識変化をもたらすことが重視されて

おり、人と自然の絆を深めるさまざまな

教育やコミュニケーションプログラムが

各地で模索されている（Renowden et al.、

2021）。こうした背景から、本研究では芸

術と自然を融合する観光の方法論を検討

し、芸術を介した自然への共感や絆の再

構築に貢献することを目指す。

　歴史を振り返ると、18世紀の英国では

芸術と自然が密接に関連し、双方への接

触が観光および自然への価値観醸成に相

乗効果を生んでいた。その詳細について

は後述するが、本研究では、このような

18世紀の英国で醸成された風景画と自然

景観における価値観と観光行動との関係

性に着目し、特に風景画に焦点を当てる

ことから芸術の中でも美術を対象とし

て、自然と融合する新たな観光の方法論

を考察する。19世紀中頃以降の近代ツー

リズムにおいては、風景画は過去のもの

として捉えられ、自然鑑賞と結びつけた

文脈で議論になったことは少ないが、現

代においても、18世紀の英国のように美
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This study examines the potential of “New Picturesque Tourism,” which integrates art and nature to enhance emotional 

engagement and mutual understanding. In response to declining public interaction with both museums and natural environments 

in Japan, the research investigates how art can function as an interpretive medium to reconnect people with nature and art. 

Inspired by the movement of 18th-century British picturesque aesthetics, where landscape painting influenced perceptions of 

nature, the study conducted an experimental tour combining art appreciation and nature experience at the Morohashi Museum 

of Modern Art and the Goshikinuma nature trail in Bandai-Asahi National Park in Fukushima. Participants viewed European 

landscape paintings with expert interpretation before enjoying nature walk. Analyses of photos, questionnaires, and open-ended 

responses revealed that most participants experienced perceptual changes and increased interest in both art and natural 

landscapes. These findings suggest that integrating art and nature engagement deepens tourism experiences and that the 

possibility of other types of New Picturesque Tourism. The study also proposed an evaluative framework linking aesthetic 

appreciation and nature interpretation, contributing to future models of art-nature tourism.
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術を通して感性的自然認識を醸成させる

観光形態があり得るのではないか、とい

うのが本研究の問いである。現代におけ

る美術と自然の融合はまったく見当たら

ない、ということではなく、多様化して

各国各地で展開している。例えば、越後

妻有「大地の芸術祭」における農村景観

と現代美術の一体化、クリスト＆ジャン

ヌ＝クロード《アンブレラ》（1991）など

のランドアートに見られる大規模な自然

環境を舞台とした作品、そしてジェーム

ズ・タレル《スカイスペース》（1974）の

ような光と天空を取り込むインスタレー

ションなどのサイトスペシフィックアー

トなどが代表例としてあげられる。本研

究では、こうした自然地域、農村地域に

おける大規模な美術的インスタレーショ

ン等を対象とするのではなく、風景画と

自然が相互補完的に「インタープリテー

ション」の役割を果たすことで、双方の

鑑賞体験を深め、理解と興味関心を創出

することができるのではないか、という

可能性を探るものである。インタープリ

テーションとは、自然や文化を深く理解

するための観光における教育的ガイドで

あるが、最も基本的な定義として「単に

事実や情報を伝えるというよりは、直接

体験や教材を活用して、事物や事象の背

後にある意味や相互の関係性を解き明か

す こ と を 目 的 と す る 教 育 的 な 活 動」

（Tilden、1957）とされる。またインター

プリテーションは、訪問を楽しいものに

するための情報伝達サービスでもある

（Wu et al.2003）。インタープリテーショ

ンを自然地域の観光に取り入れている先

駆者であり、その歴史も長いアメリカ国

立公園局（以下、NPS）では、「参加者そ

れぞれが、資源に内在する意味や重要性

との間に、知的、感情的なつながりを作

る機会を創出するための触媒」と定義さ

れている。NPSでは、国立公園に関連し

た教育プログラムの中に、著名な画家達

が描いた風景画を利用して景観保護や鑑

賞スキルを学ぶアクティビティも提供し

ている（NPS、2025）。

　以上のような背景から、本研究では、

分野横断的な文献レビューとそれを元に

設計した初期実験ツアーを行い、美術と

自然を相互に鑑賞、体験する観光形態を

「新ピクチャレスク観光」と定義して今後

の可能性を考察すること、またその観光

形態の評価方法を検討することを目的と

する。特に、自然を鑑賞、体験する際に、

美術がインタープリテーションとして効

果的であるか、それによって旅行者にど

のような変化があるかに着目する。

1－2　先行研究レビュー：18世紀英国

におけるピクチャレスク

　まず、本研究の背景理解に重要なキー

ワードであるピクチャレスクについて解

説する。17世紀後半から18世紀末までの

英国において、貴族の子弟が当時の文化

先進国イタリアへ旅行することが流行し

グランドツアー（１）と称されていた。当初、

こうした貴族の旅行に英国人画家が随行

して記録係や旅行記の挿絵制作者として

の役割を担っていたが（Ingamells 1996；

Black 2011；Sweet 2012）、産業革命が進

行中の18世紀後半になると、古代・ルネ

サンス美術を体系的に学ぶための留学

や、グランドツーリスト向けの土産品と

して肖像画や風景画を受注する目的でイ

タリアに向かう画家も目立つようになっ

た（Egerton 1990；Sloan 1986；Ousby 

1990）。その先駆者はリチャード・ウィル

ソンであり、他にもジョセフ・ライト・

オブ・ダービー、トマス・ジョーンズ、ジ

ョン・R・コズンズらが代表的である。彼

らは、図譜・紀行の読解を織り交ぜつつ、

古代遺跡、火山現象などの観察にもとづ

く風景表現を油彩・水彩・素描で展開し

た（Craske 2020；Sloan 1986）。同時に、

版画市場と観光需要の拡大は「持ち帰れ

る景観」への需要を生み、画家のイタリ

ア行きを経済的に支えた（Sweet 2012；

Ousby 1990）。こうしたグランドツアーか

ら英国に帰国した画家たちは、この時代

の自然の見方に少なからぬ役割を演じ

た。とりわけ、リチャード・ウィルソン

はローマで学んだ古典的構図を母国のウ

ェールズや湖水地方へ翻訳し、英国風景

に気品ある秩序を与えたとされる（Postle 

and Simon、2014）。また、グランドツアー

旅行者のコレクションとして英国にもた

らされたイタリア風景画、特に17世紀の

画家のクロード・ロラン、ニコラ・プサ

ン、サルヴァトール・ローザ、ガスパー

ル・デュゲによる理想風景画は、同国に

おいて自然を愛でる際の教科書となった

（Richardson、2007）。グランドツアーを

介して英国で熱狂的に支持されるように

なった理想風景画は、自然そのものの価

値をはかる基準ともなり、そのような理

想風景画の断片を実自然景観に見出し

「ピクチャレスク（絵画のような）」と呼

び賛美するようになった。こうしてピク

チャレスクは、18世紀後半の英国で美学

的カテゴリーとして初めて提唱され

（Ross、1990）、絵画のような景観美が当

時の英国では自然を観察する価値観とし

て共有されていた。ピクチャレスクな風

景を愛でる旅は、風景を発見することだ

けを目的とした旅行であり、ピクチャレ

スク観光として定着し、英国の富裕層た

ちは自国の国土を観察されるべき「自然」

として対象化していった（今村、2021）さ

らに同時代に、思想家・哲学者であった

エドマンド・バークは、『崇高と美の概念

の起源』（Burke、1757）の中で、自然景

観への「崇高（sublime：サブライム）」と

いった概念について解説し、美しさとは

異なる新たな自然への美的価値観を提示

した（Brady、2008）。ここでは、「なめら

かで緩やかな」な景観を「美」とし、「荒々

しく不規則、急な変化」のある景観を「崇

高」と位置付けているが、理想風景画の

ような緩やかな田園風景から、荒々しい

自然景観も重視するようになった感性の

変化が見てとれる（増子、2022b）。バー

クが提示したこの「崇高」という自然へ

のまなざしは、当時のヨーロッパ中に広

まり、知識人や旅行者にとって、それま

で恐怖しか感じなかった山や海が新たな

美の対象として脚光を集めることになっ

た（２）。その後、ウィリアム・ギルピンは、

「美」と「崇高」の価値観によって英国内

のピクチャレスクな風景を切り取り、風
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景画が挿入された紀行文『ワイ川と南ウ

ェールズ地方の地域におけるピクチャレ

スク美の観察』Observation on the River 

Wye（Gilpin、1782）、『湖水地方のピクチ

ャ レ ス ク 美 の 観 察』Observations on 

Lakes of Cumberland（Gilpin、1786）等

を出版し、鑑賞地点の選定や陰影の扱い

に至るまで具体的指針を与えた。こうし

た流れは、ピクチャレスク観光をさらに

流行させ、ガイドブックと版画の流通を

媒介に、英国の上流・中産階級の旅行者

および素描愛好家の間で、とりわけワイ

渓谷や湖水地方の周遊が盛んとなった

（Gilpin 1782；West 1778；Andrews 

1989；Ousby 1990）（３）。このように、18

世紀後半に新たに誕生した「崇高」とい

う自然へのまなざしが「ピクチャレスク」

の価値観に付与され、その後この流れは、

19世紀初頭に大自然の崇高さや荘厳さを

描いた英国ロマン主義風景画へとつなが

った。この時代のロマン主義的風景画の

担い手としては、ジョゼフ・M・W・ター

ナーやジョン・コンスタブルなどが挙げ

られる。彼らの版画集・図版群は、実自

然景観をピクチャレスクに様式化して可

視化し、各地域の「鑑賞すべき自然」を

規定すると同時に、そのブランド価値の

向上と興味関心の喚起に貢献した。当時

のガイドブック挿絵や銅版・リトグラフ

に見られるピクチャレスクな画面構成

は、旅の視覚的な期待を訪問以前に形成

し、結果として観光需要を間接的に支え

るとともに、自然景観を「守るべき価値」

として位置づける文化的基盤を整えてい

った。さらに、ロマン主義的な思想は詩

人のワズワースなどによっても拡張さ

れ、自然保護運動が活発化した結果、湖

水地方の自然保護区、民間保護区のナシ

ョナルトラストなどが誕生していく。こ

のように18世紀の英国において、理想風

景画の解釈は自然を観光資源化する際の

拠り所となり、また自然景観に新たな美

的価値を与え、その流れが自然を鑑賞す

る観光行動と自然保護区の成立に大きな

役割を果たしたと言える（図－１）。これ

らは１世紀を超えての長期的な動向では

あるが、美術と自然の相互鑑賞による好

循環が生まれたことは、現代において新

たな形で探求の価値があると考える。

２．初期実験ツアーの設計と分析

　美術と自然を相互鑑賞、体験する現代

版の「新ピクチャレスク観光」を検討す

るため、初期実験ツアーを設計した。風

景画と自然景観を双方向で鑑賞する観光

行動としては、現在でも、18世紀後半～

19世紀前半のピクチャレスク観光の流れ

を組んだものが存在する。顕著な事例は、

アメリカにおける19世紀の代表的な風景

画であるハドソンリバー派に描かれた自

然景観を楽しむ「ハドソンリバー派・アー

トトレイル」である（図－２）。ハドソン

リバー派の主宰者であったトマス・コー

ルなどが描いた自然景観の各スポット

に、屋外の解説板が設置され、当該地点

を描いた風景画の複製と解説を並置して

いる。「風景へのキャプション」として現

在の眺望と風景画を比較できる自然散策

となっており、風景画を自然景観鑑賞の

インタープリテーションとして使用して

いる良い例である。本実験では、美術館

と自然地域と双方の訪問インセンティブ

を創出することも意図し、双方の場を設

けることとした。

　本実験ツアーにおいても、対象とする

風景画は、特に「ピクチャレスク」や「崇

高」といった概念が美的鑑賞において主

流であった18世紀後半～19世紀初頭の西

洋風景画である。この時代の西洋風景画

の構造は、物体認識を仲介する役割を果

たすことが知られており、鑑賞者がそれ

らを見る際にキャンバスを抽象的なレベ

ルで認識するのではなく、それが表して

いるもの（例えば山や海や森、塔など）

を認識し、詳細な形状分析を誘発するこ

とがわかっている（Yang et al.、2019）た

め、これらの風景画の事前鑑賞によって、

実自然鑑賞時により積極的な関わりや能

動的な見方を与えると想定した。風景画

によって得られた事前情報が、その後の

実自然鑑賞にどのような影響を与える

か、といった研究はこれまでに見当たら

図－１ 18C～19C 初頭の英国における観光行動および美術と自然景観鑑賞の関係性
出典：筆者作成

図－２　�ハドソンリバー派・アートトレイルのデスティネーション例：ウェブサイトに

て、左に19世紀の風景画、右に実自然景観の写真でそれぞれのトレイルが紹

介されている。
出典：�Hudson River School Art Trail https://www.hudsonriverschool.org/hudsonrivervalley
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ないが、例えば、写真という形態の代理

自 然 の 効 果 を 実 証 し た Fránek et al.

（2017）では、木々の風景写真を事前に見

た被験者の方が、そうでない被験者より

も、その後の都市公園の自然散策におい

て接近行動（その環境により留まろうと

する行動）をとったことが明らかとなっ

ている。この実験で使用された写真も散

策ルートと同一の風景写真ではなかった

が、自然の「要素」を代理自然の媒体か

ら事前に認識すること、すなわち事前の

視覚スキーマが、実自然との関係性に肯

定的な変化をもたらしたことが示唆され

る一例である。

　以上により、本実験ツアーは、１）美

術館と自然地域の双方を訪問すること、

２）専門的解説とともに風景画を事前に

鑑賞するというインタープリテーション

の後に自然景観を鑑賞、体験すること、

を意図して設計し、図－３に示した磐梯朝

日国立公園内（４）にある公益財団法人諸橋

現代美術館（５）、および同公園内の特別保

護地区である五色沼自然探勝路で行っ

た。

　事前調査から、当該地域は美術鑑賞と

自然景観鑑賞が同時にできるため、本研

究の文脈に適していると判断し、2025年

６月28～29日に１回目の現地調査を実施

し、実験ツアーのプロセスを設計した。

さらに諸橋現代美術館では、2025年７月

19日～11月９日まで、「よりみち展」とい

う特別展覧会を実施しており、ここで18

世紀～19世紀の西洋風景画の展示が含ま

れることから、当該期間中に実験ツアー

を実施することとした。今回の実験ツ

アーで鑑賞した風景画は、リチャード・

ウィルソン、ジョセフ・M・W・ター

ナー、ジョン・コンスタブルなどの18世

紀後半～19世紀の英国近代風景画の先駆

者たちの作品である（表－１）。

　全体のプロセスは表－２の流れで進め

た。美術、自然いずれの鑑賞においても、

観光行動を対象とするには専門家による

ものの見方ではなく、観光者となる市民

レベルでの検証が重要であり、訓練や経

験、専門知識を必要としない知覚体験の

方が良い（Daniel、2001）とされること

から、ツアーへの参加者は、当該対象地

（美術館と自然探勝路）に訪問したことが

ない、また美術、美学、自然科学等の専

門知識（６）を有しないものを対象とするこ

ととし、本ツアーの概要説明を受けて参

加希望を表明した都内の大学生15人とな

った。性別を問わず募集したが結果的に

全員女性であった。美術館では美術的イ

ンタープリテーション（専門家による説

明）とともに風景画を鑑賞し、それが実

自然景観の感じ方や興味関心の醸成に何

らかの影響があるか、を抽出した。今回

は、少人数の参加者であったことから、

Google Form によるアンケート調査では

自由回答を多く設計し、参加者が感じた

ことをテキストとして収集することで定

性的分析を試みた。観光におけるイン

タープリテーションの関連研究をレビ

ューした Zheg et al.（2024）を参考に、

参加者の知覚、態度、行動意図の変化を

検証するための設問と合わせて、本研究

の意図のひとつである「芸術と自然の双

方への興味関心が創出されるかどうか」

についても問うこととした（表－３）（７）。

回答の結果は、KH Coder を使用したテ

キスト分析、Excel による単純集計およ

びクロス集計による相関分析を行った。

また、参加者が散策中に撮影した自然風

景写真を収集し、自然の見方が18世紀の

ピクチャレスク観光のように絵画的に切

り取られているかを検討するため、歴史

的ピクチャレスク理論に基づいて作成し

た表－４の評価表によって採点し、合計点

からピクチャレスク度を判定した（８）。こ

れら一連の手法について、今後の本調査

に向けてその有用性を確認することも初

期実験ツアーの目的である。

図－３　�実験ツアー実施地：諸橋近代美術館（写真上）と五色沼自然探勝路（写真中・下）
出典：裏磐梯および月山ビジターセンターを元に地図筆者作成、写真筆者撮影

表－１　鑑賞した風景画一覧

作者 作品名 制作年

リチャード・ウィルソン
アクア・アチェトーサ 1754頃
キケロの別荘 制作年不詳

ジョゼフ・M・W・ターナー
コニストンの荒地 1797頃
ドーバー海峡 1827
ストーンヘンジ 1829

ジョン・コンスタブル
荒野（ヒース） 1831
水浴びをする人たち、ハムステッド 1845以前

出典：筆者作成
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３．結果

3－1　ピクチャレスク度と他の因子の関

係性

　写真分析の対象となったのは、全写真

404枚のうち、自然風景を捉えていない86

枚を除いた318枚であった。まずピクチャ

レスク評価項目のうち、参加者の全写真

で抽出された評価項目の点数を、表－４の

各項目ごとで合計した結果、全体として

最も得点が高かったのは、「典型モチーフ

の配置」と「大気・光の効果」で、続い

て「三層構成」であった。すなわち、こ

れらが参加者の写真群に最も表出した要

素であったと言える。次に、ピクチャレ

スク度とアンケート結果の相関性を分析

した（表－５）。ピクチャレスク度は、各

参加者の最高点の写真得点と、上位３枚

の写真得点の合計で算出することとした

が、全写真の点数の中央値が６点であっ

たため、それより点数の低いものはピク

チャレスクとみなせないとしてピクチャ

レスク度の加点対象から外した（９）。まず、

出身地や居住地、趣味などの背景要因と

その他の要素について特別な相関は抽出

表－２　実験ツアーのプロセス

プロセス 方法 目的

美術館にて風
景画鑑賞

（約120分）
↓

・�鑑賞時に西洋美術の専門家から西
洋風景画の歴史や構図、意図など、
ピクチャレスクに関する解説を受
ける

・�その後、各自が自由に鑑賞する

・�参加者自身が、西洋風景画に描か
れた自然について自身の知覚によ
る鑑賞と、インタープリテーショ
ンによる知識の双方を持って理解
を深める

（翌日）
自然探勝路を
散策

（約150分）
↓

・�参加者各自で自由に探勝路を歩く
・�散策中に写真を撮る
注）�被験者が、先入観を持って写真を

撮らないように、写真分析の方法
や意図は事前に伝えず、好きなよ
うに自由に撮影をしてもらう

・�参加者自身に、実自然景観を自由
に楽しんでもらい、自身が自然の
中で何を感じるか、を確認する

・�撮りたいと思った景色を写真に撮
る

散策終了後、
アンケート調
査に回答
撮影した全写
真の収集

（約60分）

・�アンケートは Google Form で作成
したものを QR コードで配布、ス
マートフォンで回答（「感じたこと」
を抽出するため、自由回答方式を中
心とする）

・�撮影した全写真を Google Drive に
スマートフォンからアップロード
してもらう

・�参加者それぞれが、美術館から自
然散策のプロセスを経て、どのよ
うな自然の見方をしたか、何を感
じたか、観光行動としての感想や
興味関心の変化等を収集する

・�被験者によって撮影された写真か
ら視覚スキーマ（構図、遠近、光
影、などピクチャレスクな視点）
を抽出する

出典：筆者作成

表－４　ピクチャレスク度評価表

番号 項目（コード名） 操作的定義・観察指標 採点規準（０－２点） 例示（代表モチーフ・構図）

１ 粗野さ・多様性
（Roughness/Variety）

岩肌・樹皮・藪・起伏など、滑らかで
ない質感と要素の多様な併存

０＝欠如／１＝一部に認める／
２＝画面の主要特徴

岩場＋藪＋倒木が同一画面
に配置

２ 不規則性・蛇行
（Irregularity/Serpentine）

道・川・稜線・樹列が曲線・斜行で視
線を誘導

０＝直線主体／１＝部分的曲
線／２＝蛇行が構図を主導 くねる山道・川が奥へ導く

３ 三層構成（Foreground-
Middleground-Background） 前景・中景・遠景の階層が識別可能 ０＝階層不明／１＝二層相当／

２＝三層が明確
手前の樹枝－中景の草地－遠
景の丘陵

４ フレーム効果・額縁効果
（Framing effect）

画面端の樹・岩・建造物で手前に「枠」
を作る

０＝なし／１＝弱い枠取り／２
＝明瞭な縁取り

画面左端の立木が視野を締
める

５ 部分遮蔽・広がり
（Occlusion/Opening）

樹間・曲がり角等で視野を部分的に遮
り、奥行きを示唆

０＝開けすぎ／１＝軽度遮蔽／
２＝意図的な開閉が効果的 樹の間から谷がのぞく

６ 典型モチーフの配置
（Motif Mix）

廃墟・橋・水面・家畜・小人物等の「絵
になる」付置

０＝該当なし／１＝１要素／２
＝複数が調和 石橋＋小舟＋遺構

７ 大気・光の効果
（Aerial/Light Effects）

霧・曇天・逆光・薄暮など情緒を生む
気象・光学効果

０＝効果弱い／１＝部分的／２
＝画面を統御 霞む遠景・夕照の斜光

８ スケール参照
（Scale Cues）

小人物・家畜・建物等で空間量感を提
示

０＝手掛かりなし／１＝限定
的／２＝適切に配置 牧童や家畜が広がりを示す

９ 非対称の均衡
（Balanced Asymmetry） 厳密な左右対称を避けつつ全体は均衡 ０＝不均衡／１＝やや偏り／２

＝非対称の調和 主題を三分割点に配置

10 素材感の表出
（Texture Salience）

樹皮・岩肌・草のテクスチャが読み取
れる

０＝平板／１＝一部明瞭／２＝
画面の読みどころ 逆光で強調された樹皮

出典：Gilpin（1782）, Price（1796）, Knight（1805）, Andrews（1989）, Rose（2016）を元に筆者作成� ※採点法：各項目０－２点（合計０－20点）

表－３　アンケート調査の概要

属性
年齢、性別、出身地、居住地、
趣味（計５問：選択式＋短文
記述）

美術や自然
に対する見
方（知覚）と
態度

美術や自然に接する頻度（計
２問：選択式）、本ツアーの
参加前と参加後の変化（計５
問：選択式＋長文自由記述）

美術や自然
に対する興
味関心

本ツアーの参加前と参加後
の変化（計７問：選択式＋長
文自由記述）

美術や自然
に対する行
動意図

本ツアー参加後の変化（計１
問：長文自由記述）

その他 観光の嗜好（選択式２問）

出典：筆者作成
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されなかったため、表－５では割愛してい

る。例えば、ピクチャレスク度１位の人

は趣味が芸術鑑賞であったが、最下位の

人も芸術鑑賞であったため、今回の実験

では趣味との関連性は見出せていない。

出身地や居住地にしても、当初は自然が

多い地域と関係がある人は、自然への興

味や自然の見方に特徴的な結果が出るか

もしれない、との仮説を持っていたが、

本実験では特に関連性はなかった。デー

タ数が少ないことも起因しているかもし

れない。また今回の参加者は「自然風景

画と自然散策を同時に味わえるツアー」

としての紹介を見て参加しているため、

結果的にもともと美術あるいは自然に興

味のある人がほとんどであり、特に普段

から美術と接する頻度（美術館の訪問頻

度）が高く、１名が月２回以上、７名が

月１回以上となっていた。自然について

は美術よりは接する頻度（訪問する頻度）

が低く、近隣の雑木林や里山なども自然

に含むとしていたが、月２回以上が１名、

月１回が１名で、あとはそれ以下であっ

た。

　一方、美術への興味および接する頻度

が高い人すべてが写真のピクチャレスク

度が高いわけではなく、同様に、自然へ

の興味がある方がピクチャレスク度が高

いとも言えない結果であったが、ピクチ

ャレスク度が高い上位者はすべて美術に

とても興味がある人で、また風景画鑑賞

後に自然の見方が変わったと回答してい

る。特徴的な傾向としては、もともと自

然にあまり興味の無い人は、本ツアー参

加後も自然への興味が創出されていない

こと（参加者 I、G、N）、同様にもとも

と美術にあまり興味の無い人は美術への

興味が創出されていないこと（参加者C、

D）が見られるが、一方で、もともと自

然に興味はなかったが本ツアー参加後に

興味が創出された人もいた（参加者 O、

J）。全体としても１名を除いて参加者全

員が、本ツアー参加後に「これまで以上

に」美術、または自然、あるいは美術と

自然の両方に興味・関心が湧いたと回答

している。また、風景画鑑賞後に自然散

策を行った際に、自分自身で「自然の見

方の変化」を感じたかについては、３名

を除く12名が変化があった、と回答して

いる。さらに、今後の行動意図において

は、２名を除く全員が何らかの意向を示

しており、６名が美術・人文系の行動（風

景画鑑賞、美術鑑賞、絵を描くこと、写

真撮影、歴史を学ぶなど）、７名が自然地

域での行動（戸外活動、自然風景鑑賞、

自然散策等）と回答している。これらの

興味の変化、自然の見方の変化、行動意

図等については、次節でも後述する。

3－2　自由記述から見る傾向

　次に、「風景画の専門的な解説を聞いた

後の自然の見方の変化」、および「風景画

と実自然の双方を鑑賞した後の興味・関

心の変化」について、それぞれの自由回

答の全文テキストから傾向を抽出した結

果を図－４、図－５に示す。これらの図に

示された共起ネットワークは、全文テキ

ストで頻出する語において出現パターン

が似ている用語の結びつきと、その結び

表－５　アンケート調査と写真分析の統合結果

注）美術・自然への興味：◎とても興味がある◯やや興味がある×どちらかというと興味がない
　　美術・自然に接する頻度：●月２回以上◎月１回以上◯年に４－６回程度△年に１－３回程度
　　自然の見方変化：◎とても変わった◯少し変わった×あまり変わっていない
出典：アンケート結果を元に筆者作成
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つきが強いグループを示しており、自由

回答の内容に集約されるいくつかのテー

マを可視化しているため全体的な解釈の

補足とした。図中の○の大きさは語の出

現頻度を表しており、実践で結びついて

いる固まりはそれぞれ結びつきの強いグ

ループである。まず図－４において、自

然、写真、撮る、などの出現頻度が高い

のは、全員が自然風景写真を撮るという

前提にあるためあまり意味を持たない

が、ここにつながるグループとして、絵

画、構図、技法、の要素が加わっている

ことがわかる。さらに構図や技法から、

クロード、フレーミングなどの美術の専

門用語が出現しており、美術的インター

プリテーションの知識が自然の見方に影

響を与えていることがうかがえる。また、

図－５においては、自然、風景の語が最も

出現頻度が高くなっており、ここから美

術と自然の双方において自然と風景に興

味が創出されていることが示唆される。

また、こちらでも構図、配置、技法、絵

画といった語が出現しており、今回の美

術的インタープリテーションで得た知識

と関連して新たな興味関心も生まれてい

ることがわかる。さらに地域や場所とい

った、実際のフィールドへの関心も創出

されていることがうかがえる。

　以上の全体傾向を踏まえた上で、次に

クロス集計によって、複数の因子のより

詳細な相関関係を分析した。まず、もと

もと美術にとても興味があって自然に興

味がなかった５名のうち、２名は、本ツ

アー参加後に自然風景の鑑賞に以前より

興味・関心が湧いていた。その理由は、

いずれも「自然風景を絵画に落とし込む

なら」という見方をすることに興味を持

っている。またそのうち１名は、「作品の

元になった場所に行ってみたい」という

今後の行動意向にも繋がっていた。また

この５名のうち３名は、「自然の感じ方・

見方」が変わったと回答しており、「自然

風景の鑑賞において風景画の構図を意識

するようになった」と感じている。さら

に、美術にとても興味があって自然にも

興味がある７名（とても興味４名、やや

興味３名）については、全員が風景画の

鑑賞によって自然の見方が変わった（少

し変わった５名、とても変わった２名）

と回答している。その内容は、「風景写真

を撮る際にフレーミングなどの構図を意

識するようになった」という他、「クロー

ド・ロランのように自分の好きな形の木

を探すようになった」、「自然のどんな部

分に美しさを感じるのだろうと考えるよ

うになった」、「自然をアートと共に楽し

めているなと思った」など、美術を介し

て自然風景をより積極的に鑑賞できるよ

うになったことが示唆されている（10）。ま

た、この７名のうち３名が自然風景の鑑

賞に、１名は風景画などの美術鑑賞に、

これまで以上に興味・関心が湧いており、

さらに３名は風景画と自然風景のいずれ

の鑑賞にもこれまで以上に興味・関心が

湧いている。また、「自然豊かな地域にも

っと訪れたくなった」との意向を２名が

示しており、「風景画以外にもアートを学

んでから外に出て体感してみたい」（１

名）「美術の知識を身につけて自然に触れ

合う機会を積極的に設けたい」（１名）な

ど、美術と自然の相互鑑賞意向も示され

ていた。一方、もともと自然に興味があ

って美術に興味がない２名（とても興味

１名、やや興味１名）は、これまで以上

に美術に興味・関心が湧くまでには至っ

ていないが、自然を見る際に風景画の景

色を見出していることをそれぞれ感じて

いる。例えば「風景画の技法で使われて

いたような景色を特に美しく感じたよう

だ」、「沼を見た時に風景画の解説に当て

はめて見ている瞬間があった」など、自

然の見方に美術的要素が加わって新たな

形での自然認識がうかがわれる。

図－４　「自然の見方の変化」の共起ネットワーク
出典：KH Coder による分析にて筆者作成

図－５　「新たな興味関心」の共起ネットワーク
出典：KH Coder による分析にて筆者作成
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４．考察

4－1．新ピクチャレスク観光の可能性に

ついて

　今回の初期実験ツアーでは、参加人数

が少ないこと、参加者が全員女性であっ

たこと、年代に偏りがあったことなど、

データの数と質に課題があったため、一

般的な理論を導けるような結果は出せて

いないが、美術と自然を相互に鑑賞、体

験する新ピクチャレスク観光の形態のひ

とつを示すことが出来た。またデータ数

は少ないものの、自由回答による定性的

分析によって、美術と自然を相互鑑賞、

体験した観光形態によって、自然の見方

に変化が認められたこと、あるいは美術

や自然に新たな興味関心が創出されたこ

と、また美術の知識を更に学びたい、自

然地域をもっと訪問したい、などの行動

意図を創出したことなどが確認された。

このことは、美術と自然を相互に体験し

た観光形態が、双方へのより積極的な関

心と行動を創出する可能性があることを

示唆している。一方で、自然に興味があ

ってもともと美術にあまり興味がない人

は、今回のツアー後でも美術への興味・

関心はあまり醸成されていなかった。つ

まり、美術的インタープリテーション→

自然散策というプロセスによって、美術

に興味がない人にとっては新たな美術へ

の興味は醸成されなかったと言える。こ

れは、自然的インタープリテーション→

美術鑑賞というプロセスであったら結果

は違っていたのか、あるいは自然に強い

興味がある人は美術に関心を持ちにくい

のか、など新たな問いを生んだ。また、

今回のツアーでは、美術にも自然にも興

味のない人は参加していなかったため、

もともとこの双方に興味のない人が、二

つを組み合わせることによって参加意欲

が創出されるかどうか、また参加した場

合に、そうした人々が美術や自然、ある

いはその双方に興味を持つに至るかどう

か、ということも今後の検証課題である。

　一般的に認知学や心理学などの学術的

な研究においては、トップダウン（知識

→知覚への影響）とボトムアップ（知覚

→知識への影響）の効果を別々に論じて

いることが多いが、観光のような実社会

での体験においては、両者を効果的に組

み合わせることが重要と考えられる。例

えば、Urry（2002）は、既存のイメージ

や知識に観光者の知覚は方向づけられる

と論じているが、これはトップダウンア

プローチについての言及であり、また

Agapito et al.（2014）は、五感を統合し

た観光体験そのものがマーケティングの

鍵であるとしており、これはボトムアッ

プアプローチの言及である。筆者らは、

この双方を組み合わせることが観光体験

のデザインに効果的と考えているが、は

じめに紹介した Tilden（1957）のイン

タープリテーション理論も、知識による

意味づけ（トップダウン）と現場体験に

よる知覚（ボトムアップ）を結びつける

ことの重要性を説いている。美術と自然

の融合において、知識と知覚の統合は、

さまざまな形態が考えられる。実際の観

光地においては、本実験ツアーのように

美術館と自然地域（自然公園等）が同時

に体験できるような場所は多くはないた

め、他の観光形態として例えば表－６のよ

うなケースも考えられる。具体的な観光

デザインの例として、表－６中のAのケー

スでは、浮世絵を専門的な解説つきで美

術館で鑑賞したのちに、後日そこで描か

れていた自然地域を訪問するなどのツ

アーや、B に近い形態であれば、浮世絵

の解説つきガイドブックで事前知識を提

供してから、その自然地域（あるいは似

た自然風景の地域）を訪問するツアーな

どもあるだろう。またCの形態において

は、自然の専門的解説として各国立公園

に設置されているビジターセンターの利

用も考えられる。このように、これまで

バラバラに訪問していた美術と自然に関

連する場所をつなぐことも、新たな観光

形態としての可能性がある。

4－2．新ピクチャレスク観光の評価方法

について

　写真という技術が出現する前の18世紀

の英国における風景画は、現代における

SNS上の映え写真と共通の意味を持つと

考えられるが、このような現代のSNS写

真を視覚的に分析する手法は多岐にわた

っており、各研究者が探究的に設計して

いる段階で確立されているわけではない

（Fälton、2014）。そうした背景からも、

表－６　美術と自然を相互に鑑賞、体験する新ピクチャレスク観光形態の例

観光形態 想定される効果（要検証）

Ａ．�風景画を美術的解説つきで鑑賞（美術館では
なく教室なども可）→描かれている自然地域
を訪問して鑑賞

＊�アメリカ国立公園でしばしば実施されている形
態

美術の知識によって自然の知覚体験が
より付加価値の高いものとなる、また双
方への興味・関心が醸成される

Ｂ．�絵画による美術的解説つきガイドブック→そ
の風景に近い自然地域を訪問（描かれている
場所でなくても良い）

＊�本実験ツアーに類似したプロセスで美術館訪問
を冊子媒体で代用する形態

美術の知識によって自然の知覚体験が
より付加価値の高いものとなる、また双
方への興味・関心が醸成される

Ｃ．�自然の専門的解説とともに自然鑑賞→自然風
景を表現した美術を鑑賞

＊�実自然を知識と知覚で体験した上で、美術も鑑
賞する形態

自然の知識と知覚によって美術の知覚
体験がより付加価値の高いものとなる、
また双方への興味関心が醸成される

Ｄ．�美術館で解説なしで風景画鑑賞→自然的解説
とともに自然鑑賞・体験

＊�絵画鑑賞を知覚体験として自由に楽しんだ後に
自然の知識を得る形態

美術の知覚体験によって自然の知覚が
より付加価値の高いものとなり自然へ
の知識意欲が増す、また双方への興味関
心がより醸成される

Ｅ．�自然鑑賞・体験→自然風景を表現した絵画を
美術的解説とともに鑑賞

＊�自然鑑賞を知覚体験として自由に楽しんだ後に
美術の知識を得る形態

自然の知覚体験によって美術の知覚が
より付加価値の高いものとなり美術へ
の知識意欲が増す、また双方への興味関
心がより醸成される

出典：筆者作成
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今回の初期実験で開発した写真分析手法

は、新たな方法をひとつ提示したものと

言える。また、写真分析法もアンケート

調査法もその再現性については確認でき

たため、今後の本調査に用いる予定であ

る。一方、前述のようにデータの数と質

に課題があったため、データ数を増やし

ていくが、その場合は多変量解析などの

統計的分析を導入するほか、自由回答の

計量テキスト分析を行うことを検討す

る。今後、いくつかの事例で同様の手法

を用いることで、評価方法の信頼性も高

まっていくと考えている。
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注

（１）�「グランドツアー」という言葉は、貴族

の子弟に同行していた家庭教師の一人

リチャード・ラッセルズがその著書『イ

タリア旅行』（1670）の中で初めて用い

たものとされる。グランドツアーは、

主に貴族の子弟が教育の仕上げとして

比較的長い期間イタリアに行く修学旅

行を意味し、島国である英国で国際的

に通用するジェントルマン（紳士）を

養成するために不可欠とされていた

（増子、2022a）。
（２）�さらに同時代の思想家ユーヴデイル・

プライスも「美」と「崇高」の異なる

美的価値を用いてピクチャレスクを論

じている（Price、1796）。
（３）�1780年代以降のピクチャレスクによる

英国国内観光資源の探索、という流れ

については、湊（1999）、相澤（2004）、

橋本（2007）、安藤（2022）などが詳し

いので参照されたい。
（４）�磐梯朝日国立公園は、出羽三山、朝日

連峰、飯豊連峰、吾妻連峰、磐梯山、

猪苗代湖までの広大な範囲に及び、磐

梯吾妻・猪苗代地域、出羽三山・朝日

地域、飯豊地域の３つの地域から成り

立っている。陸域では我が国で３番目

に大きな国立公園である。実験地とな

った五色沼自然探勝路がある磐梯吾

妻・猪苗代地域では、火山活動によっ

て形成された磐梯山、吾妻連峰、安達

太良山がそびえ立ち、特に繰り返し噴

火を起こした磐梯山の岩なだれが河川

を堰き止めたことで、猪苗代湖や桧原

湖など大小300あまりの湖沼群が形成

されている（環境省、2025）。そのうち

五色沼は、磐梯山が1888年に水蒸気噴

火を起こした際に、長瀬川とその支流

を堰き止めたことで形成された大小30

あまり湖沼の総称で、沼ごとに異なっ

た成分を含む水質が青や緑などの様々

な色の水を呈しており、その美しい湖

沼群に沿って片道約４km の五色沼自

然探勝路が整備されている（裏磐梯ビ

ジターセンター、2025）。
（５）�諸橋近代美術館は五色沼自然探勝路か

ら近い位置にあり、約2000m2の面積に

中世のドイツ風の建築をイメージして

建てられた。主要コレクションである

サルバトーレ・ダリの所蔵数はアジア

随一で、インバウンドを含め、当該国

立公園を訪れる観光客が立ち寄る場所

となっている。
（６）�それぞれの分野の専門知識を有しない

というのは、教養・趣味レベルで美術

や自然に触れていることは排除しな

い。
（７）�さらに、知覚体験は、社会的、文化的、

歴史的な文脈に深く根ざしており過去

の経験、教育、文化的背景の影響を受

けない純粋な知覚として語ることはで

き な い（Redies、2015 ； Yang et al.、

2019）ことから、こうした外部要因は

アンケート項目の属性で抽出し、美術・

自然鑑賞への影響を判断することとし

た。

（８）�構 図 ・ 形 式 分 析 に つ い て は、Rose

（2016）に依拠し、画面内の構図、視線

誘導、前中後景の配列や光の状態を記

述し、形式的特徴を抽出した。
（９）�ピクチャレスク度に加点する写真を３

枚とした理由は、最も撮影数の少ない

参加者の写真枚数が３枚であったこと

による。また、各参加者の１枚ずつの

写真得点の最高点が16点（１枚）、最低

点が２点（１枚）であったため、中央

値６点を基準としてそれより低いもの

は排除した得点を合計し、ピクチャレ

スク度とした。なお、表－６に示したこ

の採点法による順位は、各被験者の写

真の最高点による順位、および各被験

者の上位３枚（中央値より低いものも

含む）の合計点による順位と同じとな

っていた。すなわち、ピクチャレスク

度が高い写真を撮っている人は、他の

写真も相対的にピクチャレスクである

（またその逆も同様）ということが示唆

され、本ピクチャレスク度に一定の信

頼があると考えることができる。
（10）�しかし、自然の見方に美術的な知識が

付与されたこれらの全員がピクチャレ

スク度が高いわけではなかったため、

写真は個々人の撮影技術に左右された

ところもあると推測される。
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